
　
「
曝
腿
麟
媚
蝦
尋
く
属
蝦
逸
細
条
藤
も
匠
梱
轟
」

直
ぐ
Q鰍
州
痢
齢
嫌
爵
終
寮
．
灘
ノ
、
年
御
製
w

蝿
9
瞭
蜘
窃
‘
植
黙
鎗
§
遷
闘
（
、
駄
無
，
弓
畷
聯
←
．
£

髄
樽
（
級
掴
軒
飛
憂
謡
喧
マ
母
強
硬
と
：
載
齪

嬢
燃
糠
嘘

v
sf
〈
，
”
s，
”
，
gsd
e

　
　
　
　
　
う
・
覧
顧
窟

，

噛
煎
集
臆
縦
羅
嚇
r憂
曜

　
　
｝
逆
奪
㌔
←
融

轍
り
門
門
題
阿

り
通
貯
婚
“

　
嫉
嘩

　
　
　
　
v角
マ
ー
⊥
一

／



羅

纂

羅
馬
教
皇
宛
大
友
樋
管
書
状
に
就
い
て

　
昨
年
黒
田
源
次
博
士
の
斡
旋
に
漂
う
、
伊
太
利
人
ロ
ツ

ス
氏
か
ら
我
が
京
都
帝
國
大
桑
文
學
部
の
所
場
に
詳
し
た

天
正
年
間
遣
欧
使
節
に
害
す
る
珍
貴
な
る
三
通
の
古
文
書

に
就
い
て
は
、
既
に
其
の
事
大
の
複
製
ご
共
に
『
天
正
年

間
遣
欧
使
節
關
係
文
書
』
ゼ
題
す
る
「
モ
ノ
グ
ラ
フ
」
を
史

書
研
究
會
か
ら
出
版
し
て
之
κ
簡
軍
な
る
解
説
を
施
し
た

こ
ご
が
あ
っ
た
が
、
更
に
何
時
か
機
會
を
得
て
稽
…
々
詳
細

な
る
憶
説
を
書
く
積
も
あ
っ
た
こ
こ
ろ
、
其
の
う
ち
大
友

宗
麟
の
書
翰
に
就
い
て
、
最
近
其
の
解
繹
を
新
に
し
な
け

　
　
　
羅
焉
教
皇
宛
大
友
宗
麟
書
面
に
就
い
て
　
（
新
村
、
濃
田
）

新
　
　
村

濱
　
　
田

出

耕
　
作

れ
ば
な
ら
な
い
黙
を
登
見
し
た
の
で
、
先
づ
此
の
書
翰
に

就
い
て
述
べ
て
見
度
い
ご
思
ふ
。

　
此
の
書
状
は
大
形
の
鳥
の
子
紙
に
書
か
れ
、
其
の
包
紙

を
も
具
備
し
て
み
る
が
、
書
状
の
方
は
、
前
古
一
葉
若
し

く
は
そ
れ
以
上
を
閾
失
し
て
、
今
臓
最
後
の
一
紙
の
み
残

っ
て
み
る
の
で
、
文
意
を
詳
に
し
難
い
も
の
が
あ
る
。
そ

れ
で
嚴
密
に
云
は
W
使
節
8
は
直
接
の
…
關
係
の
な
い
も
の

か
も
知
れ
な
い
が
、
他
の
大
村
純
忠
、
有
馬
晴
信
の
書
状

が
使
節
に
關
齢
す
る
も
の
で
あ
）
、
又
た
同
時
に
田
で
た

　
　
　
　
　
　
第
十
五
巷
　
第
四
號
　
　
五
七
九

（77）



　
　
　
　
羅
馬
教
皇
宛
大
友
宗
隷
書
歌
に
就
炉
て
　
（
新
村
、
濱
田
）

も
の
で
あ
る
か
ら
、
、
假
に
關
係
丈
書
こ
し
て
題
し
て
置
い

だ
の
で
あ
る
。
な
ほ
二
三
文
字
の
蝕
損
し
て
み
る
虚
が
あ

る
が
、
剣
護
す
る
に
は
差
支
は
な
い
。
今
は
先
づ
其
の
全

文
を
左
に
掲
げ
や
う
。

　
　
　
　
電
職
　
鼎
嚇
　
（
橿
一
尺
九
分
竪
一
尺
ご
分
）

　
〔
前
脚
〕
露
命
の
内
に
是
を
申
叶
へ
、
常
佐
拝
顔
致
に
於
て

　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
へ
　
ゆ
　
へ

　
は
存
残
す
事
な
く
、
し
め
あ
，
ん
ε
共
に
、
今
は
は
や
我
限
帥
笑

　
を
得
奉
る
上
者
、
無
事
に
さ
し
ゅ
る
し
給
へ
ε
言
上
す
べ
き

外
、
別
に
な
き
囲
也
、
此
等
の
旨
鍵
馨
仰
候
、
糧

　
謹
言

　
　
天
正
十
二
年
十
一
月
七
日
　
　
　
　
普
薗
師
司
帖
（
花
押
）

　
三
三
貴
理
三
度
之
御
代
官
　
恵
三
三
闇
之
御
三

　
　
　
は
は
様
江
奉
上

　
　
　
　
包
紙
（
竪
一
尺
六
寸
七
分
、
横
一
尺
九
分
）

　
是
壽
貴
理
師
度
之
御
代
官
恵
講
禮
開
之
御
司

　
　
　
は
は
様
江
奉
上

　
　
　
　
　
　
　
　
・
大
友
左
衛
門
督
入
道
　
普
丁
子
司
枯

郎
ち
此
の
日
附
は
使
節
が
欧
洲
に
登
属
せ
る
天
正
十
年
一

　
　
　
　
　
　
第
十
五
巻
　
第
四
號
　
　
五
八
○

月
（
一
五
八
二
年
二
月
二
十
日
）
よ
り
約
三
年
に
達
せ
ん
こ

す
る
頃
で
あ
っ
て
、
當
時
一
行
は
西
班
牙
マ
ド
ラ
ー
に
滞

在
し
、
羅
馬
澱
皇
グ
リ
ゴ
リ
ヨ
十
三
世
の
謁
見
を
途
げ
元

入
五
無
載
三
月
に
三
つ
こ
薮
ケ
月
前
で
あ
る
か
ら
、
使

節
等
が
之
を
携
へ
て
羅
馬
に
赴
い
た
こ
ピ
は
有
り
得
な

い
。
恐
ら
く
は
一
五
八
六
年
以
後
に
始
め
て
先
方
へ
到
着

し
た
も
の
ご
推
定
せ
ら
れ
る
。
而
か
も
一
方
新
井
自
石
の

『
詳
覧
異
言
』
や
『
西
洋
紀
聞
』
に
、
天
正
十
二
年
号
春
大
友

氏
が
其
の
臣
植
田
魂
迎
な
る
も
の
を
、
羅
馬
に
派
遣
し
た

こ
ε
見
え
て
居
る
が
、
果
し
て
此
の
事
を
以
て
事
實
ご
す

る
も
、
此
の
書
状
の
日
附
は
年
は
同
じ
で
あ
る
も
月
は
甚

し
く
隔
っ
て
み
る
の
で
、
此
等
ご
は
別
便
を
以
て
敷
皇
に

獲
湿
し
た
も
ε
す
る
の
が
最
も
稔
當
な
る
見
方
で
あ
ら

》
フ
。

　
さ
て
書
状
は
巳
に
云
っ
た
如
く
、
前
文
を
間
い
て
る
る

の
で
「
露
命
の
内
に
常
住
舞
顔
致
に
於
て
は
」
の
交
句
は
、

前
の
解
説
に
於
い
て
想
像
し
た
如
く
、
宗
麟
が
此
の
四
病

（7S）



羅
馬
教
皇
宛
大
友
宗
離
堂
耳
鞭
「
に
就
い
て
　
（
新
村
、
濱
田
）

（る櫨≧iこ纂類｝甲華）手甲華麟宗鎭i養i友大

溺
で
あ
り
、
永
く
生
存
す
る
望
な
く
、
或
は
駿
皇
の
省
像

な
ざ
を
葬
領
せ
ん
こ
と
を
願
毘
た
こ
も
見
る
可
き
で
あ
る

が
、
固
よ
り
こ
れ
は
塞
漠
た
る
【
箇
の
想
像
に
遇
ぎ
な

　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も

い
Q
次
に
「
し
め
あ
ん
ご
共
に
今
は
は
や
我
眼
郎
笑
を
得

　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

奉
る
上
者
」
云
々
の
し
め
あ
ん
（
ω
巨
Φ
ρ
ジ
ω
冨
o
p
）
に
就

い
て
は
、
智
き
に
大
友
氏
の
一
族
中
外
戚
な
る
田
原
親

虎
（
西
史
の
松
野
四
郎
殿
、
初
め
宗
麟
の
女
婿
に
擬
せ
ら

る
）
或
は
毛
利
元
就
の
末
男
隆
景
（
西
史
の
藤
四
郎
殿
、
宗

麟
の
女
に
配
す
）
が
同
ξ
オ
ン
な
・
肇
有
し
て
働

居
る
が
、
親
虎
ご
し
て
は
時
代
較
々
後
れ
、
隆
景
ご
し
て

も
未
だ
之
に
擬
定
す
る
愚
謹
の
な
い
こ
ご
を
述
べ
て
置
い

た
。
然
る
に
こ
れ
は
斯
の
如
き
現
實
の
入
に
充
つ
可
き
で

は
な
く
。
『
新
約
聖
書
』
路
加
傳
に
見
え
て
み
る
猶
太
の
霧

シ
メ
ォ
ン
の
故
事
か
ら
出
で
て
、
「
此
の
最
上
の
望
を
果
し

た
る
上
は
死
す
る
ご
も
遣
憾
な
し
」
ご
云
ふ
意
の
諺
で
あ

る
。
鞭
ち
路
加
傳
（
第
二
章
、
二
五
－
⊥
ご
五
）
に

　
　
「
諸
よ
ル
サ
レ
ム
に
シ
メ
オ
ン
ー
こ
云
ふ
人
あ
り
．
斯
人
は
義
し

　
　
　
　
　
　
錐
十
五
巷
　
第
四
號
　
　
五
入
一



　
　
　
　
羅
馬
敏
畠
宛
大
友
紫
野
書
堰
に
就
い
て
　
（
新
村
、
積
田
）

　
く
且
つ
敬
み
あ
り
て
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
民
の
慰
め
ら
れ
ん
事
を

　
侠
て
る
者
な
り
、
聖
盤
そ
の
上
に
臨
り
、
ま
た
主
の
キ
リ
ス
ト

　
を
見
ざ
み
問
は
死
な
じ
ε
聖
黙
に
て
示
さ
る
。
か
れ
聖
露
に
感

　
じ
て
紳
殿
に
入
り
、
爾
親
そ
の
子
イ
エ
ス
を
律
法
の
例
に
循
ひ

　
て
行
は
ん
ミ
携
へ
解
り
し
に
シ
メ
オ
ン
嬰
児
を
抱
き
、
紳
か
讃

　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ
　
も
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヤ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

　
め
弓
ひ
け
る
は
、
主
よ
今
そ
の
言
に
從
ひ
て
僕
を
安
然
に
世
を

　
ヘ
　
ヘ
　
へ
　
リ
へ

　
ば
回
せ
給
ふ
。
我
目
す
で
に
三
民
の
前
に
設
た
ま
ひ
し
救
を
見

　
た
り
、
こ
れ
異
邦
入
を
照
さ
ん
光
な
り
、
ま
た
爾
の
民
イ
ス
ラ

　
エ
ル
の
榮
な
り
、
其
の
父
母
は
嬰
児
に
就
て
語
る
事
を
奇
を
れ

　
り
、
叉
シ
メ
オ
ン
彼
等
を
予
て
其
母
マ
リ
ヤ
に
長
け
る
は
、
此

　
嬰
兇
は
イ
ス
ラ
エ
ル
の
多
の
入
の
頽
び
て
且
つ
興
ら
ん
事
ご
、

　
誹
駁
を
受
ん
其
の
號
に
立
て
ら
る
。
こ
れ
衆
の
心
の
念
の
露
れ

　
ん
が
爲
な
り
、
叉
劒
な
ん
ち
が
心
を
も
刺
透
べ
し
。
」

ご
あ
る
の
が
其
の
典
篠
で
あ
り
、
拉
丁
語
に
て
は
．
．
宕
葺
お

島
日
建
ω
（
ω
興
く
三
衣
け
護
ヨ
b
o
巳
暴
Φ
）
．
、
ご
云
ひ
頗
る
慣
用
の

蟻溝

r
な
っ
て
み
る
。
我
々
は
之
に
由
」
つ
て
始
め
て
「
我
眼

帥
笑
を
得
奉
る
上
者
」
の
語
の
、
前
王
「
露
命
し
云
々
ご
相
照

磨
し
て
、
文
意
を
氷
解
し
得
る
の
で
あ
る
が
、
之
を
以
て

　
　
　
　
　
　
　
第
十
五
巻
　
第
四
號
　
　
五
八
二

も
當
時
我
が
奉
働
者
中
に
は
斯
の
如
き
聖
書
中
の
故
事
典

擦
を
援
引
し
て
、
頗
る
自
由
な
る
こ
ご
恰
も
支
那
の
古
典

に
於
け
る
ご
相
似
た
も
の
が
あ
っ
た
こ
ご
を
知
る
こ
ε
が

醤
凝
る
の
で
あ
る
。
一
方
宣
激
三
等
が
日
本
支
那
の
古
典

を
研
究
し
て
之
を
其
の
説
敏
著
書
な
ざ
に
取
b
入
れ
る
と

伺
時
に
、
吉
利
支
丹
文
學
の
我
が
奉
激
山
間
に
於
け
る
威

化
の
想
像
以
上
に
深
く
、
且
つ
大
な
る
も
の
が
あ
っ
た
こ

ビ
を
知
る
に
足
り
る
ご
思
ふ
。
な
ほ
此
の
ツ
メ
オ
ン
の
故

事
を
以
て
「
此
の
望
が
叶
へ
る
上
は
死
す
ご
も
遺
憾
な
し
」

の
意
を
現
は
し
た
事
例
は
、
固
よ
り
西
洋
に
は
枚
畢
に
蓬

も
な
い
が
、
我
々
が
此
の
用
法
を
氣
付
く
に
至
つ
π
動
機

ビ
し
て
点
又
た
使
節
に
關
博
す
る
事
件
こ
し
て
、
其
の
一

例
を
爆
ぐ
れ
ば
、
我
が
使
節
二
行
が
老
敏
皇
グ
レ
ゴ
ソ
貫

十
三
世
に
謁
見
を
濟
ま
せ
た
時
、
激
皇
は
満
足
し
て
其
の

座
を
立
ち
去
ら
ん
こ
す
る
時
、
此
の
罫
§
o
云
々
の
語
を
登

し
元
こ
ご
バ
ル
ト
フ
に
見
え
て
み
る
Q
（
P
切
舞
O
F
頃

○
す
弓
℃
○
口
ρ
H
H
2
吻
謬
）

（80）



　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

　
次
に
宛
名
の
是
壽
黒
帯
師
度
は
、
云
ふ
ま
で
も
な
く
耶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
あ

蘇
基
督
Q
①
ω
霧
O
篤
葺
）
で
あ
り
、
恵
講
禮
閣
は
「
え
け
れ

じ
ゃ
」
（
葡
語
図
漿
盆
野
拉
丁
国
0
9
①
多
）
の
昔
繹
、
敷
會
の

　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

義
で
あ
っ
て
御
代
官
は
≦
o
蝕
○
（
書
く
荘
司
）
の
課
で
あ
っ

て
、
此
の
「
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
代
理
者
、
全
藪
會
の
頭

領
」
な
る
語
は
羅
馬
激
皇
に
類
す
る
償
用
の
敬
辮
で
あ
る
。

「
は
は
様
」
の
駿
皇
勺
9
饗
（
英
勺
8
①
）
な
る
こ
ご
今
更
云
ふ

迄
も
な
く
、
「
普
蘭
師
司
怯
」
は
義
鎭
宗
麟
の
毅
名
津
葺
。
凶
。
。

8
を
寓
し
だ
も
の
た
る
こ
ε
亦
淀
萌
か
で
あ
る
。
彼
は
已

に
永
豫
五
年
入
道
し
て
三
非
齋
宗
麟
ご
書
し
て
居
っ
た
の

で
、
「
左
衛
門
督
入
道
」
ご
包
紙
に
書
い
て
あ
る
の
で
あ
る

が
、
元
來
賢
君
の
総
は
佛
敢
に
遺
影
あ
る
も
の
で
あ
る
の

に
閣
ら
す
、
「
入
湛
ブ
ラ
ン
シ
ス
コ
」
ざ
あ
る
の
は
、
當
時

の
世
相
を
現
は
し
て
面
白
い
こ
と
で
あ
る
。

　
ご
に
か
く
置
戸
の
此
の
書
歌
は
、
不
幸
に
し
て
其
の
圭

要
な
る
部
分
を
裁
き
、
血
膿
の
主
旨
を
明
に
す
る
こ
ご
が

出
廷
な
い
の
を
最
も
逡
憾
こ
す
る
が
、
他
の
こ
書
駿
に
比

　
　
　
　
羅
焉
教
畠
宛
大
友
宗
麟
書
駅
に
就
い
て
　
（
新
村
、
演
田
）

し
て
紙
幅
も
大
き
く
立
涙
で
あ
り
、
手
蹟
は
固
よ
り
訪
筆

の
手
に
成
っ
た
も
の
で
あ
ら
う
が
、
最
も
鄭
寧
美
麗
な
御

家
流
を
示
し
て
居
る
。
恐
ら
く
は
二
年
前
伊
藤
マ
ン
チ
ヨ

に
持
た
せ
た
激
皇
宛
の
文
書
も
、
之
ご
同
じ
人
の
手
蹟
に

成
つ
だ
も
の
で
あ
る
か
ご
思
は
れ
る
。
遺
憾
に
し
て
此
の

書
翰
は
今
ま
其
の
所
在
を
失
っ
て
み
る
が
、
だ
“
用
紙
は

斯
の
如
き
鳥
ノ
子
の
臼
紙
ご
は
蓮
っ
て
、
金
銀
の
砂
子
を

散
し
た
今
も
ヴ
ァ
チ
カ
ノ
圖
書
館
に
あ
る
伊
達
政
宗
の

文
書
ご
同
様
の
も
の
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
其
の
事
は
一
五

入
五
年
三
月
廿
三
日
附
、
羅
馬
駐
削
ヴ
エ
ネ
チ
や
大
使
プ

ソ
ウ
ソ
（
U
霞
Φ
震
。
℃
甑
二
ε
が
大
統
領
へ
宛
て
、
使
節
等

が
激
皇
に
謁
見
の
次
第
を
報
告
し
た
書
翰
（
劇
①
8
げ
曾
H
b

レ
暮
げ
げ
①
》
露
び
霧
。
延
①
Ω
・
ゑ
）
℃
9
①
。
。
Φ
ぎ
犀
9
薮
6
第
ご

號
交
書
）
の
う
ち
に
、
　
．
．
蟹
江
①
o
駈
け
δ
毎
郵
黒
駒
Φ
蜜
島

臼
巴
巴
N
斜
ω
。
昏
3
山
ロ
一
①
簿
⑦
δ
阜
、
霞
p
簿
貯
8
ω
p
9
Φ

℃
葺
霧
ω
9
臣
逸
す
勲
ω
O
O
轟
帥
⊆
導
鍵
ぴ
同
P
O
げ
①
臼
鉱
9
P
℃
凶
①
－

ひ
Q
僧
蜜
℃
①
噌
H
娼
○
『
q
O
巨
営
。
σ
q
げ
Φ
諺
貯
戸
詳
Φ
㊦
け
8
洋
ρ
嵩
蝕
0
9
覧
”
鳩

　
　
　
　
　
　
第
十
五
巷
　
第
四
號
　
　
五
入
三

（81）



　
　
　
　
羅
馬
碑
敏
亘
出
宛
大
方
写
π
等
温
工
臨
演
に
就
い
て
　
（
新
村
、
濱
田
）

ご
あ
う
、
此
の
「
金
を
以
て
木
の
皮
の
如
き
も
の
に
書
い

た
」
ご
あ
る
の
は
他
の
用
例
か
ら
見
て
必
し
も
金
宇
で
書

い
た
の
で
は
な
く
、
金
砂
子
地
に
墨
を
以
て
書
い
た
も
の

ご
解
す
可
き
で
あ
る
標
に
思
は
れ
る
Q
叉
た
右
の
プ
ソ
ウ

ソ
の
書
翰
の
文
句
に
包
紙
の
「
竪
に
細
く
折
b
頭
を
折
っ

て
あ
る
」
ご
見
え
て
み
る
の
も
、
全
く
今
我
々
の
取
扱
っ

て
み
る
書
状
の
そ
れ
ご
同
一
で
あ
る
。
な
ほ
此
の
書
状
に

於
け
る
宗
麟
の
花
押
が
、
從
來
普
通
に
見
る
も
の
ε
全
く

墾
っ
て
み
る
の
も
注
意
す
可
く
、
或
は
羅
馬
字
の
E
な
ざ

の
字
か
ら
脱
化
し
た
も
の
で
な
か
ら
う
か
Q
此
等
は
古
文

書
國
史
の
專
…
門
家
の
研
究
を
仰
ぐ
可
き
．
問
題
で
あ
る
か

ら
、
我
々
は
今
ま
多
く
を
云
は
な
い
こ
ご
に
す
る
。

第
十
五
巷
第
四
號
　
　
五
八
四

（　8L）　）


